
『時  事  直  言』No.683  2011 年 10 月 31 日  
 

時事直言ホームページ： http:/ /chokugen.com  
時事直言 携帯サイト： http:/ /mobile.chokugen.com  
FAX： 03-3955-6466 
 時事評論家 増田俊男

The Moon Rises from Japan ! （月は日本から昇る） 
 
欧米主導の時代は終わりを告げ再び東洋の時代が蘇ろうとしている。それは成長の時代の終焉でもある。 
猿から進化した唯一火を恐れぬ人間は河口の村落から遂に月に到着した。 
自ら野良に種を蒔くことなくパンを食し、狩りをすることなく肉を食べ、機織を織ることなく着飾り、

樵（きこり）をすることなく家に住む今日の人間。 
 
先進国の平均的家庭でもう一台のテレビも冷蔵庫も車も不要になった時、「贅沢は美徳」の哲学が崩壊す

ると同時に「贅沢なくして成長無し」の資本主義時代が終わりを遂げようとしている。 
 
日本は 1970 年台、所得倍増政策で高度成長の波に乗り経済成長 16％を達成した結果、人類史上未到の

経済成長を遂げた古代地中海貿易国アッシリアを追い越したのである。質（国民所得）と量（経済規模）

が合い伴った成長であった。 
今、中国をはじめ新興国の成長は所得（質）の伴わない規模（量）だけの成長。 

と量のバランスのとれた成長はもはや期待できなくなった。 質
 
高生活水準の限界と資源枯渇で成長が望めなくなった時、成長と拡大のための競争と戦争の時代は終わ

った。 
 
もうこれ以上車はいらないが燃費のいい無公害車なら欲しい。もう冷蔵庫も洗濯機もいらないが外出先

からコントロール出来るものなら買ってもいい。家族全員がテレビを持っているからもう不要だが

Interactive(相互通信で)同じ番組を見ながら会話ができるものがあれば買いたい。 
今や消費者は量ではなく質だけを求めるようになった。 

れはまたモノから精神重視への志向変化でもある。 そ
 
デリバティブという金融取引手法がある。 
証拠金を積んで何倍も何十倍も取引額を膨張させる手法である。 
2007 年末からの Credit Crunch(信用崩壊)の規模を致命的にした犯人はデリバティブであった。信用取

引の信用の部分は仮需要である。成長がなくなった時、仮需要は存在しない。 
EU(欧州連合)は EFSF (欧州金融安定ファシリティー) にデリバティブ機能を持たせ今後問題化するこ

とが決まっているイタリアなどのデフォルト救済に備えようとしている。過去の借金は将来の成長の結果

で払うしかないのに成長が有りえない国を有りえない仮需要を証拠金にして作った資金で救おうとして

いる。 
2011 年 10 月 27 日の欧州首脳会議は「ユーロ体制崩壊を決定付けた記念日」として記憶すべきだろう。

欧州首脳会議で成長戦略が議論されなかったと市場関係者は批判する。イタリアもスペインも成長の兆し

など微塵もない。欧州の成長を念頭に置く全ての救済策は無意味であることを知るべきである。 
今日の欧州経済を 1990 年台の「Japan’s lost decade(日本の失われた時代)の再現」などいう経済学者

が多いが時代遅れの骨頂である。 
日本は全ての先進国に先駆けて 1990 年台から新たな「非成長時代」に適応してきた新しい時代の超先

進国である。 
欧州の生きる道はユーロ体制解体と EU の解体が先決。次に非成長の中で各国が独自に高質化とイノベ

ーションに徹するしかない。 
潜在的デフォルト国債、EFSF 債の購入を日本や中国に求めるのは詐欺同然である。アジアが欧米に「投

げ銭」をくれてやる時代になってきた。 
西洋主導の成長主義は終わり、「Mottainai（もったいない）」が美徳の時代が来たことを知るべきであ

る。 
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